
科目群 科目区分等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学期 

専門科目 
2 単位 

保育の対象の

理解 
家庭支援論 黒崎 資子 2 年次 秋 

 
授業のキーワード 家庭の機能・子育て支援・専門性 

授業の概要 
多様な家庭の現状を理解し、家庭支援の意義や役割について考える。グループワーク

を交えながら体験的な理解を深めます。また、学生の理解度に応じて講義を進めるの

で、内容が変更となる可能性もあります。 

期待される学習成

果（目標） 

保育者として問題意識を持ち、保育場面で必要とする基礎知識や視点・姿勢を獲得す

ることができます。保育者に課せられた家庭支援の責任や役割について理解できます。

 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 

第 
１ 
講 

オリエンテー

ション  家庭

支援の意義と

役割① 

家族療法の視点から考える 
第

９

講

アセスメン

ト 
保育所支援におけるアセスメン

ト 

第 
２ 
講 

家庭支援の意

義と役割② 
家庭の変化、現代の家庭 第

10
講

家庭支援の

視点① 
総論 

第 
３ 
講 

家庭支援の意

義と役割③ 
家庭関係図（ジェノグラム）・家

庭の理解 
第

11
講

家庭支援の

視点② 
保育所での関わりから考える 

第 
４ 
講 

ライフサイク

ル 
家族のライフサイクル・個人の

ライフサイクル 
第

12
講

家族支援の

視点③ 
地域での関わりから考える 

第 
５ 
講 

家庭を取り巻

く社会状況① 
子育て支援施策 第

13
講

多様な支援

① 
子どもの虐待・ドメスティック

バイオレンス 

第 
６ 
講 

家庭を取り巻

く社会状況② 
男女共同参画社会とワークライ

フバランス 
第

14
講

多様な支援

② 
障害・ひとり親・ステップファ

ミリー 

第 
７ 
講 

支援者に求め

られる専門性

① 

相談援助の基礎・資質向上のた

めのワーク１ 
第

15
講

家庭支援の

課題・まとめ

子育て支援・家庭支援サービス

の課題と展望 

第 
８ 
講 

支援者に求め

られる専門性

② 

相談援助の基礎・資質向上のた

めのワーク２ 定 期 試 験 
家庭支援の必要性について、そ

れぞれの立場からの理解を問

う。記述式。 

評価方法 授業関与度（40％）、定期試験（60％）によって評価する。授業の関与度は、グループ

ワークや発表等を積極的に行ったか、及びミニレポートの提出状況によって評価する。

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
「実践 家庭支援論」松本園子・永田陽子・福川須

美・堀口美智子著 みなみ書房  


